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１．趣旨説明 

はじめに、地域公共交通確保維持改善事業とは、生活交通改善事業計画に基づい

て実施される事業をいいます。 

さて、本件につきましては、国土交通省が定める地域公共交通確保維持改善事業

費補助金交付要綱に従い、令和２年度（令和元年度補正予算のため令和２年度に繰

り越した事業を含む。）に導入された福祉タクシー車両（ユニバーサルデザインタク

シー車両を含む。）及びノンステップバス車両に関して、所定の事業評価を行うもの

です。導入に際しては、第２０回藤沢市地域公共交通会議において議決をされた生

活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）に基づいており、事業評価

の結果は国土交通省に報告するとともに、公表することになっております。 

 

２．令和２年度地域公共交通確保維持改善事業（生活交通改善事業計画に基づく事

業）の結果 

・ユニバーサルデザインタクシー車両   ５台 

 

３．令和２年度地域公共交通確保維持改善事業評価結果に係る提出物 

・別添１ 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画

に基づく事業） 

・別添１－２ 事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について 

・令和２年度 地域公共交通確保維持改善事業 

 

４．参考資料 

・生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業） 

「令和２年度 福祉タクシー車両導入促進計画」及び「令和２年度 ノンステッ

プバス車両導入促進計画」の写し 

 

以 上  



別添１

2021/7/　　

協議会名： 藤沢市地域公共交通会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

事業が概ね計画どおり実施さ
れ、利用者の移動の円滑化・利
便性の向上が図られたことか
ら、引き続き事業を進める。

相模交通（株）
藤沢タクシー（株）
（株）ミナミ商会
相愛交通(株)

ＵＤタクシーの導入 Ａ
福祉タクシー車両５台の
導入を図った。

藤沢市域内のＵＤタクシー車
両の導入を促進させた。

報告１資料



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　市内では高齢化が進み、病院や福祉施設周辺の道路、駅施設などの公共施設におけるユニバーサル化、交通安全
対策の推進と併せて、公共交通車両のバリアフリー化を進めることが重要と考えられます。このことから、施設のバリ
アフリー化と併せ、バス事業者と連携したノンステップバス及びタクシー事業者と連携したＵＤタクシーの導入を促進し
ます。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

2021/7/

協議会名： 藤沢市地域公共交通会議

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業



令和２年度 地域公共交通確保維持改善事業 地域公共交通バリア解消促進
バリアフリー化設備等整備偉業

●藤沢市交通マスタープランにより、ノンステップ
バス、ＵＤタクシーの導入を促進

●ノンステップバスの導入率は約62％（R元年度
末現在）

●ＵＤタクシーの導入台数は、34台（R元年度末現
在）

経緯 設備の現況 【UDタクシー】藤沢市では、今後も超高齢化社会への進展が進む中、道路や駅などのバリ

アフリー化と併せて、公共交通の車両のバリアフリー化を進め、バリアフリー化が交通環
境全般にわたることが重要であると考えている。このため、福祉タクシー車両の導入を促
進し、自立した移動の機会を増やすことを目的とする。

【ノンステップバス】高齢者、障がい者をはじめ、車いす使用者、歩行困難者、ベビーカー使
用者等の段差の移動を負担に感じる全てのバス利用者に対して、誰もが安全に利用し
やすいノンステップバスを導入し、公共交通のバリアフリー化を図ることで、公共交通の
利用環境の改善と誰もが社会参加できる機会を増やすことを目的とする。

目的・必要性

【UDタクシー】[目標]国が定める『移動円滑化の促進に関する基本方針』により、国では令和２年度末までに約４万４千台の福祉タクシー車両の
導入を目指している。藤沢市としては補助制度を創設して福祉タクシー車両の導入促進を図る。[効果]効果は、車椅子で直接乗車でき、高齢
者等が乗降しやすい福祉タクシー車両が増加することで、障がい者や高齢者、従来のタクシー車両では外出が難しかった方などの外出機会
が増えることを期待する。
【ノンステップバス】[目標]国が定める『移動円滑化の促進に関する基本方針』に基づき、藤沢市においても令和２年度末までに「市内のノンス
テップバス導入率約７０％」の実現を目指す。目標実現に向けては、バス事業者の車両更新時にノンステップバスを積極的に導入するよう市内
のバス事業者に促していく必要がある。[効果]ノンステップバス車両を導入し、高齢者や障がい者など誰もが乗降しやすくなることで、利用者の

移動円滑化や利便性向上が図られる。さらに高齢者等の外出促進につながることや自家用車からバス利用への転換などにより、バス利用者
の増加に寄与する。自家用車からの転換については、環境負荷の低減も期待できる。

目標・効果

●福祉タクシー車両（リフト車） １台導入
神奈中タクシー(株)：１台
●ＵＤタクシー １５台導入
フジ交通(株)：３台、江ノ島タクシー(株)：２台、相模交通（株）：２台、
辻堂交通(株)：２台、藤沢タクシー（株）：１台、（株）ミナミ商会：３台
相愛交通（株）：２台
●ノンステップバス ６台導入
江ノ島電鉄（株）：大型（９ｍ以上）６台

事業の概要

藤沢市地域公共交通会議
路線バス事業者 １社
タクシー事業者 ８社

協議会名・補助対象事業者名

ＵＤタクシーの導入、ノンステップバスの導入

事業内容

・神奈川県県土整備局都市部交通企画課・藤沢市計画建築部
・(社)神奈川県ﾀｸｼｰ協会相模支部藤沢地区会
・神奈川中央交通株式会社・江ノ島電鉄株式会社
・藤沢警察署・藤沢北警察署
・神奈川県交通運輸産業労働組合協議会
・関東運輸局神奈川運輸支局
・神奈川県県土整備局藤沢土木事務所・藤沢市道路河川部
・市民・東洋大学教授
・特定非営利活動法人のりあい善行・おでかけ六会協議会

協議会構成員
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